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 Using the University Personality Inventory (UPI), this study examined the relationship 
between mental health of students at the time of admission and class absences three months 
after entering the university through reviewing the scale properties of UPI. In this 
university students who meet more than 25 itmes or 4 specified item of UPI couducted in the 
beginning of the first year have been interviewed as a preventive intervention. The subjects 
were freshman who entered the university in 2012. The results indicated that (1) the current 
criteria have certain consistency; (2) there may be gender difference in specific items, and (3) 
the relationship between total score of UPI and absences in class is unclear. Based on the 
results, how to effectively utilize the UPI was discussed.
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男子 （SD） 女子 （SD） t値
12.0 （10.4） 14.1 （9.3） -2.18*















項目25：希死念慮 8 （3.5%） 13 （6.7%） 2.36
項目34：排尿や性器の心配 12 （5.2%） 3 （1.6%） 4.12 ※
項目49：失神とひきつけ 1 （0.4%） 6 （3.1%） 4.61 ※
























男子 （出現率 %） χ２値 女子 （出現率 %） χ２値
項目49：失神とひきつけ 1 （0.4%） 4.61 ※ 項目34：排尿や性器の心配 2 （1.6%） 4.12 ※
項目4：動悸の心配 7 （3.1%） 1.79 項目49：失神とひきつけ 6 （3.1%） 4.61 ※
項目25：希死念慮 8 （3.5%） 2.36 項目59：相手にされない 8 （4.2%） 1.95
項目8：過去や家庭が不幸 12 （5.2%） 1.64 項目4：動悸の心配 11 （5.7%） 1.79
項目34：排尿や性器の心配 12 （5.2%） 4.12 ※ 項目25：希死念慮 13 （6.7%） 2.36




る。Lie Scaleの該当数とその割合を表４に示した。４項目の該当数の合計を Lie Scale得点とし，
その平均点について t検定を用いて性別で比較したところ，有意差はみられなかった（男子平均
点1.7，SD = 1.3；女子平均点1.6，SD = 1.2）。しかしながら，Lie Scale と UPI 総得点は
r = -.17（p < 0.001）と負の相関，つまり，UPIで総得点が低い者（心身症状の少ない者）は健康







0 58 （25.2%） 39 （20.2%）
1 48 （20.9%） 56 （29.0%）
2 52 （22.6%） 48 （24.9%）
3 52 （22.6%） 29 （15.0%）
4 20 （8.7%） 19 （9.8%）
２．CSFM と UPI の関連
　CSFMの数は統計的に有意な男女差がみられた（t値 = 2.65，表５）。UPIと反対に，男子の
CSFMの数は女子のそれよりも多い。また，UPI得点とは有意な相関がみられなかった（r = 0.50，
p < 0.31）。UPI25項目以上該当の有無を基準とした CSFMの出現率に差はみられなかった（t値











男子 （SD） 女子 （SD） t値
1.05 （2.35） 0.52 （1.56） 2.65**
** p < 0.01
表６　CSFM 該当の有無
該当なし 該当あり χ２値
男子 156 （67.8%） 74 （32.2%）
女子 154 （79.8%） 39 （20.2%）
合計 310 （73.3%） 113 （26.7%） 7.68**









表７　CSFM の有無と UPI 項目との関連（男子）
該当者出現率 χ２値
項目23：イライラ感 65 （28.3%） 4.97*
項目24：易怒性 31 （13.5%） 6.20*
* p < 0.05
表８　CSFM の有無と UPI 項目との関連 （女子）
該当者出現率 χ２値
項目4：動悸の心配 11 （5.7%） 13.65***
項目36：漠然とした不安 121 （62.7%） 5.72*
項目38：自身の欠如 94 （48.7%） 6.29*
項目43：人づきあいの嫌悪感 19 （9.9%） 5.20*
項目48：めまい立ちくらみ 81 （42.0%） 4.19*
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